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３．宍道断層の評価 
 

 （４）地質調査（宍道断層の東側） 



104 

下宇部尾東 

福浦 

宇井 森山北 

地蔵崎 

鳥取沖西部断層 

・美保湾～美保関町東方沖合いにおいて，複数の音源・測線による音波探査の結果，後期更新世以降の断層活動は認められない。 
・明瞭な重力異常（重力コンターの急傾斜部）が認められなくなる位置の音波探査測線は，No.3.5測線である。 

美保関町 

東方沖合い 

中国電力㈱音波探査測線（エアガン・マルチチャンネル） 
M5 

500 

（2014年調査） 

（2014年調査） 

（2014年調査） 

原子力安全・保安院音波探査測線 

（ブーマー及びウォーターガン・マルチチャンネル）（2008年調査） 

JNS-IBM,MS 

500 

Ｐ１ 

美保湾 

N
o
.4

 
N

o
.3.5 

鉛直１次微分のゼロコンター   

鹿野・吉田(1985)及び鹿野・中野
(1985)による伏在断層 
（宍道断層の海域のみ記載） 

重力異常・地質構造から推定された構造不連続（P1） 
（地震調査研究推進本部（2016a）） 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） 

調査結果の概要（宍道断層の東端評価） 

島根原子力発
電所 

境水道 

Ｆ － Ａ
 

Ｃ′ 

境港市 

松江市 中海 

美保湾 

地蔵崎 

No.3.5測線 

美保関港 

第491回審査会合 
資料2 P126 加筆・修正 

最終評価の評価長さ：約39km 

N
o
.3.5 

 音波探査により精度や信頼性のより高い調査結果が得られており，かつ，明瞭な重力異常が認められないことを確認している「美保関町東方沖合い」
を東端として評価する。 

[申請時の東端]
下宇部尾東 

申請時の評価長さ：約22km 

[東端] 
美保関町東方沖合い 

下宇部尾付近 下宇部尾東 森山北，森山 森山（造成地） 宇井～福浦 福浦～地蔵崎 
美保関町 

東方沖合い 

変動地形
学的調査 

長海町～下宇部尾の間では，大局的
には東方に向かってＢランクからＤラ
ンクへ移行し，谷の屈曲量・屈曲率も
同様に，大局的には東方に向かって
次第に小さくなる傾向が認められる。 

Ｃランク及びＤランクの変位地形・リニアメントが認められるものの，左に屈曲する谷または直線状の谷が複数認め
られ，谷の屈曲率に一定の規則性は認められず，系統的ではない。 

変位地形・リニアメントは
認められない。また，島根
半島東部の南縁に後期更
新世以降の隆起を示す海
成段丘面は分布しない。 

― 

地質調査 

 

・トレンチ調査 ・ボーリング調査
の結果，変位地
形・リニアメント
等に対応する断
層は認められな
い。 
・はぎ取り調査
の結果，断層は
認められない。 
また，ボーリング
調査の結果，貫
入岩及び貫入境
界付近に，貫入
後の断層活動
は認められない。 

【森山北】 
・ピット調査等の結果，
断層が認められるも
のの，後期更新世以
降の断層活動は認め
られない。 
 
【森山】 
・トレンチ調査等の結
果，断層は認められる
ものの，後期更新世
以降の断層活動は認
められない。 
・はぎ取り調査等の結
果，断層は認められる
が，ボーリング調査等
の結果，断層の連続
性は乏しい。 
更に，反射法地震探
査の結果，基盤岩上
面等には断層活動を
示唆する変位や変形
は認められない。 
 

・地表地質踏査等の結果，
複数の断層が認められる。
露頭観察及び室内試験の結
果，横ずれ優勢の条線も認
められたが，その他は全て
縦ずれ優勢の条線であった。 
また，断層露頭の連続性・活
動性評価※の結果，後期更
新世以降の断層活動は認め
られないと考えられるが，上
載地層が存在しないため，
最新活動時期の確定には
至っていない。 
 
※連続性・活動性評価 
・森山（造成地）の複数の断
層と，森山トレンチ調査等の
断層は，共通的な特徴より，
鹿野・吉田(1985) による断
層に対応する一連の断層と
考えられる。 
・よって，森山（造成地）の複
数の断層は，森山トレンチ調
査等の結果より，後期更新
世以降の断層活動は認めら
れないと考えられる。 

【高尾山南側（北）】 
・地表地質踏査の結果，断層が認められる。
縦ずれ優勢の条線が確認され，東西圧縮応
力場として推定されるすべり角の計算結果と
は対応しないが，上載地層が存在しないた
め，最新活動時期の確定には至っていない。 
・ピット調査の結果，断層は認められない。 
【高尾山南側（南）】 
・ピット調査の結果，断層は認められない。 
・Loc.-5に２条の断層が認められる。これら
の断層に対応する変位地形・リニアメントは
認められず，破砕幅の大きい断層は固結・
密着しているが，上載地層が存在しないた
め，最新活動時期の確定には至っていない。 
【高尾山西側】 
・地表地質踏査の結果，変位地形・リニアメ
ントの通過位置付近において断層は認めら
れない。 
・道路沿いに断層が認められる。断層面が
密着しており，破砕は認められないが，上載
地層が存在しないため，最新活動時期の確
定には至っていない。 
・Loc.TW-1に２条の断層が認められる。いず
れも固結・密着しており，変位量が大きい断
層は上部の泥岩に変位や変形は認められな
いため，後期更新世以降の断層活動は認め
られないと考えられる。 

【福浦～地蔵崎】 
・島根半島東部の褶曲に
ついて，分水界と背斜軸
の対応関係は系統的では
ない。また，音波探査の結
果，後期更新世以降の断
層活動を示唆する変位や
変形は認められない。 
したがって，島根半島東
部の褶曲に後期更新世以
降の断層活動は認められ
ないと考えられる。 
 
【境水道～美保湾】 
・地形的特徴を活用し実
施できた美保関港では陸
海境界を横断する音波探
査の結果，後期更新世以
降の断層活動は認められ
ない。 
しかしながら，境水道～美
保湾の陸海境界において
は十分な音波探査が実施
できない。 
 

・島根半島の東
方延長部を南北
に延長し，かつ
稠密な測線間隔
による浅部から
深部の音波探
査の結果，後期
更新世以降の
断層活動は認
められない。 

音波探査 

評価 

後期更新世以降の断層活動を完全
には否定できない。  
 

断層は認められ
ない。  

重力異常
分布 

明瞭な重力異常（重力コンターの急傾斜部）が認められる（注）。 
（注）重力異常に関する検討の結果，重力コンターの急傾斜部付近において後期更新世以降の断層活動は認められない。また，重力コンターの急傾斜部は，新第三紀中新世に形成

された断層に伴う構造的な落差を反映したものと考えられる。 

明瞭な重力異常
（重力コンターの
急傾斜部）は認
められない。 

0 10km 

宍道断層の東端検討 
文献調査 
・「日本の重力データベース DVD版」（地質調査総合センター編，2013）のデータセットを用いて作成した敷地周辺の
重力異常の水平勾配図及び鉛直１次微分図において，中海北岸付近に東北東－西南西方向に帯状の分布が確認
される。 
・地震調査研究推進本部（2016a）において，宍道断層（鹿島）東部に，活断層の可能性のある構造（P1）が記載され
ているが，これは活断層の可能性があるものの，活断層としての証拠が揃っていないことから評価から外したとされ
ている。また，活断層の可能性のある構造（P1）については，重力異常による構造不連続，島根半島東部の地形的
特徴等により，東延長の海陸境界付近には，地質構造が連続する可能性があるものの，活断層としての活動性につ
いては詳細なデータが不足し判断できていないとされている。 
 
当社調査 
・宍道断層の東端評価において，端部の評価，末端性状及び重力異常について検討を行うために下宇部尾東以東
のデータ拡充を実施した。 
・調査の結果，美保湾～美保関町東方沖合いにおいて，複数の音源・測線による音波探査の結果，後期更新世以
降の断層活動は認められず，明瞭な重力異常（重力コンターの急傾斜部）が認められなくなる位置の音波探査測線
は，No.3.5測線であることを確認した。 
 
宍道断層の東端評価 
・音波探査により精度や信頼性のより高い調査結果が得られており，かつ，明瞭な重力異常が認められないことを確
認している「美保関町東方沖合い」を東端とする。 
（東端の詳細な調査結果は「３．(４)①東端（美保湾及び美保関町東方沖合い）の調査結果」に示す。それ以外の地
点の詳細な調査結果は「補足説明１．（２）地質調査（宍道断層の東側）」に示す。） 

 音波探査により精度や信頼性のより高い調査結果が得られており，かつ，明瞭な重力異常が認められないことを確認している「美保関町東方沖合い」
を東端とする。（東端の詳細な調査結果は「３．(４)①東端（美保湾及び美保関町東方沖合い）の調査結果」に示す。） 

：宍道断層（約39km）（当社評価） 
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余白 
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福浦 

下宇部尾東 宇井 
森山北 

森山 

0 10km 

地蔵崎 

申請時の評価長さ：約22km 

鳥取沖西部断層 

美保関町 

東方沖合い 

中国電力㈱音波探査測線（エアガン・マルチチャンネル） 
M5 

500 

（2014年調査） 

（2014年調査） 

（2014年調査） 

原子力安全・保安院音波探査測線 
（ブーマー及びウォーターガン・マルチチャンネル）（2008年調査） 

JNS-IBM,MS 

500 

美保湾 

N
o
.2

02 

N
o
.4

 
N

o
.3.5 

鉛直１次微分のゼロコンター   

鹿野・吉田(1985)及び鹿野・中野
(1985)による伏在断層 
（宍道断層の海域のみ記載） 

重力異常・地質構造から推定された構造不連続（P1） 
（地震調査委員会（2016a）） 

今泉ほか編(2018)による宍道（鹿
島） 断層帯，推定活断層 

N
o
.6

 

N
o
.2

01 

美保関港 

調査地点 
  ：後期更新世以降の断層活動が認められない 
  ：後期更新世以降の断層活動が完全には否定できない 

宍道断層の評価長さ：約39km 

N
o
.3

.5
 

・美保湾及び美保関町東方沖合いにおいて，複数の音源を用いた音波探査により，断層の存否を確認した。 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾及び美保関町東方沖合い（音波探査，調査位置図） 第491回審査会合 
資料2 P126 加筆・修正 

Ｐ１ 
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←N S→ 

約250m 

V.E.≒３ 

10km 5 0  

N
o
.6

W
G

 

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.6WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.6WG測線 音波探査記録） 第226回審査会合 
資料3 P127 加筆・修正 
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断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

V.E.≒３ 

・B1層以上に断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

約250m 

←N S→ 

A 

B3 

B1 

10km 5 0  

N
o
.6

W
G

 

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.6WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.6WG測線 音波探査解析図） 第226回審査会合 
資料3 P128 加筆・修正 
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←N S→ 

約250m 

'

43 24

'
23

'
36 6
0
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'
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'

1 '41

V.E.≒６ 

No.6BM 
[ブーマー・マルチ] 

10km 5 0  

N
o
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B
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宍道断層の 
評価長さ：約39km 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.6BM測線 音波探査記録） 第226回審査会合 
資料3 P129 加筆・修正 
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A 

B3 

B1 

約250m 

・B1層以上に断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

'
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'
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0
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'

'
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5
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'

1 '41

V.E.≒６ 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
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o
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←N S→ 

10km 5 0  
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o
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宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.6BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.6BM測線 音波探査解析図） 第226回審査会合 
資料3 P130 加筆・修正 
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←N S→ 

約250m 

V.E.≒３ 

A 

B3 

B1 

約250m 

←N S→ 

No.6BM 
[ブーマー・マルチ] 

No.6WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

・ブーマー記録においてB1層以上に断層活動を示唆する
変位や変形は認められない。 
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宍道断層の 
評価長さ：約39km 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.6測線 音波探査解析図） 第226回審査会合 
資料3 P131 加筆・修正 
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余白 
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V.E.≒３ 

←N S→ 

約1ｋm 

10km 5 0  

N
o
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G
 

宍道断層の評価長さ：約39km 

No.201AG 
[エアガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.201AG測線 音波探査記録） 第226回審査会合 
資料3 P119 加筆・修正 
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V.E.≒３ 

D1 

D2 

断層想定位置 
（直上） 

 
断層想定位置 
（傾斜延長） 

 

B C 

←N S→ 

約1ｋm 

・断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

10km 5 0  

N
o
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0
1
A

G
 

宍道断層の評価長さ：約39km 

No.201AG 
[エアガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.201AG測線 音波探査解析図） 第226回審査会合 
資料3 P120 加筆・修正 
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約250m 
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宍道断層の評価長さ：約39km 

No.201BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.201BM測線 音波探査記録） 第226回審査会合 
資料3 P123 加筆・修正 



116 

A B3 
B1 

C 

約250m 

・B3層以上に断層活動を示唆する変位や変形は認められ
ない。 
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断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

←N S→ 

陸海境界 
No.201BM 

[ブーマー・マルチ] 

10km 5 0  
N

o
.2

0
1
B

M
 

宍道断層の評価長さ：約39km 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.201BM測線 音波探査解析図） 第226回審査会合 
資料3 P124 加筆・修正 
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約250m 

V.E.≒３ 

No.201BM 
[ブーマー・マルチ] 

←N S→ 

'
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1 '41

V.E.≒６ 

Ａ 

B3 

B1 

約1ｋm 

←N S→ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ2 

C 

Ｄ1 

・ブーマー記録においてB3層以上に断層活動を示唆する変位
や変形は認められない。 

No.201AG 
[エアガン・マルチ] 

陸海境界 

10km 5 0  

N
o
.2

0
1
A

G
 

N
o
.2

0
1
B

M
 

宍道断層の評価長さ：約39km 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.201測線 音波探査解析図） 第226回審査会合 
資料3 P125 加筆・修正 
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余白 
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Ｓ28 

拡大図 

1km 0 

←N S→ 

約250m 

V.E.≒３ 

10km 5 0  

拡大範囲 

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.203WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.203WG測線 音波探査記録） 

今泉ほか編(2018)による宍道（鹿島） 断層 

第226回審査会合 
資料3 P113 加筆・修正 
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V.E.≒３ 

・陸海境界付近まで調査するため，堤防間を通り，湾内まで調査を実施した。 
・S28断層延長部においてC層以上に断層活動を示唆する変位や変形は認めら
れない。 

約250m 

←N S→ 

B3 B1 

C D2 

S28延長部 

A 

D１ 

Ｓ28 

拡大図 

1km 0 

10km 5 0  

拡大範囲 

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.203WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.203WG測線 音波探査解析図） 

今泉ほか編(2018)による宍道（鹿島） 断層 

第226回審査会合 
資料3 P114 加筆・修正 
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'
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1 '41

V.E.≒６ 

約250m 

←N S→ 

Ｓ28 

拡大図 

1km 0 

10km 5 0  

拡大範囲 

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.203BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.203BM測線 音波探査記録） 

今泉ほか編(2018)による宍道（鹿島） 断層 

第226回審査会合 
資料3 P115 加筆・修正 
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'
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'

1 '41

V.E.≒６ 

A 

B3 

B1 

C 

D2 

約250m 

・陸海境界付近まで調査するため，堤防間を通り，湾内まで調査を実施した。 
・S28断層延長部においてB3層以上に断層活動を示唆する変位や変形は認めら
れない。 

堤防からの反射 

S28延長部 

←N S→ 

Ｓ28 

拡大図 

1km 0 

10km 5 0  

拡大範囲 

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.203BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.203BM測線 音波探査解析図） 

今泉ほか編(2018)による宍道（鹿島） 断層 

第226回審査会合 
資料3 P116 加筆・修正 
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Ｓ28 

拡大図 

1km 0 

V.E.≒３ 

・陸海境界付近まで調査するため，堤防間を通り，湾内まで調査を実施した。 
・陸海境界付近において，B3層以上に断層活動を示唆する変位や変形は認めら
れない。 

約250m 

←N S→ 

A 

B3 

B1 

C 

D2 

約250m 

←N S→ 

'

43 24

'
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'
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5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 

No.203BM 
[ブーマー・マルチ] 

No.203WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

S28延長部 

D2 

A B3 
B1 

C 

D1 

S28延長部 

10km 5 0  

拡大範囲 

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.203測線 音波探査解析図） 
堤防からの反射 

今泉ほか編(2018)による宍道（鹿島） 断層 

第226回審査会合 
資料3 P117 加筆・修正 
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余白 
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←N S→ 

約1ｋm 

V.E.≒３ 

10km 5 0  

N
o
.2

0
2
A

G
 

宍道断層の評価長さ：約39km 

No.202AG 
[エアガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.202AG測線 音波探査記録） 第226回審査会合 
資料3 P105 加筆・修正 
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V.E.≒３ 

D1 

D2 

断層想定位置 
（直上） 

 
断層想定位置 
（傾斜延長） 

 

B C 

←N S→ 

約1ｋm 

・断層活動を示唆する変位や変形は認められ
ない。 

10km 5 0  

N
o
.2

0
2
A

G
 

宍道断層の評価長さ：約39km 

No.202AG 
[エアガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.202AG測線 音波探査解析図） 第226回審査会合 
資料3 P106 加筆・修正 
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約250m 

←N S→ 
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宍道断層の評価長さ：約39km 

No.202BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.202BM測線 音波探査記録） 第226回審査会合 
資料3 P109 加筆・修正 
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A B3 
B1 

C 

D1 

D2 

約250m 

・S28断層延長部において，C層以上に断層活動
を示唆する変位や変形は認められない。 
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V.E.≒６ 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

S28延長部 

←N S→ 

10km 5 0  

N
o
.2

0
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B

M
 

宍道断層の評価長さ：約39km 

No.202BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（ No.202BM測線 音波探査解析図） 第226回審査会合 
資料3 P110 加筆・修正 



129 

約250m 

V.E.≒３ 

No.202BM 
[ブーマー・マルチ] 

←N S→ 
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V.E.≒６ 

No.202AG 
[エアガン・マルチ] 

Ａ 

B3 

B1 

約1ｋm 

←N S→ 

Ｂ 
Ｃ 

Ｄ2 

C 

Ｄ1 

・陸海境界付近において，C層以上に断層活動を示唆する変位や変
形は認められない。 

S28延長部 

D1 
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N
o
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N
o
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宍道断層の評価長さ：約39km 

拡大範囲 

Ｓ28 

拡大図 

1km 0 

N
o
.2

0
2
B

M
 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.202測線 音波探査解析図） 

今泉ほか編(2018)による宍道（鹿島） 断層 

第226回審査会合資料3 P111 加筆・修正 
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余白 
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V.E.≒３ 

←N S→ 

約1ｋm 

10km 5 0  

N
o
.4

A
G

 

宍道断層の評価長さ：約39km 

No.4AG 
[エアガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.4AG測線 音波探査記録） 第226回審査会合 
資料3 P89 加筆・修正 
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V.E.≒３ 

D1 

D2 

断層想定位置 
（直上） 

 
断層想定位置 
（傾斜延長） 

 

B 

C 

←N S→ 

約1ｋm 

・断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

S28通過位置 
（No.3.5AG測線で確認された断層の通過位置） 

10km 5 0  

N
o
.4

A
G

 

宍道断層の評価長さ：約39km 

No.4AG 
[エアガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.4AG測線 音波探査解析図） 第226回審査会合 
資料3 P90 加筆・修正 
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宍道断層の評価長さ：約39km 

No.4BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.4BM測線 音波探査記録） 第226回審査会合 
資料3 P93 加筆・修正 
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C 

B3 

B1 

A 

約250m 

S28通過位置 
（No.3.5AG測線で確認された断層の通過位置） 

・S28断層通過位置においてB1層以上に断層活動を示唆
する変位や変形は認められない。 
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←N S→ 

No.4BM 
[ブーマー・マルチ] 

10km 5 0  

N
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B
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宍道断層の評価長さ：約39km 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.4BM測線 音波探査解析図） 第226回審査会合 
資料3 P94 加筆・修正 
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V.E.≒３ 

No.4BM 
[ブーマー・マルチ] 

←N S→ 
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[エアガン・マルチ] 

Ａ 

B1 
B3 B3 

C 

B1 

約1ｋm 

←N S→ 

Ｂ 
Ｃ 

Ｄ2 

Ｄ1 

・S28断層通過位置において断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

S28通過位置 
（No.3.5AG測線で確認された断層の通過位置） 

S28通過位置 
（No.3.5AG測線で確認された断層の通過位置） 

約250m 

10km 5 0  

N
o
.4

A
G

 
N

o
.4

B
M

 

宍道断層の評価長さ：約39km 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.4測線 音波探査解析図） 第226回審査会合 資料3 P95 加筆・修正 
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余白 
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V.E.≒３ 

約250m 

←NW SE→ 

10km 5 0  

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.204WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.204WG測線 音波探査記録） 第226回審査会合 
資料3 P83 加筆・修正 
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断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

V.E.≒３ ・S28断層通過位置において， B1層以上に断層活動を示
唆する変位や変形は認められない。 

約250m 

←NW SE→ 

Ｓ28通過位置 

D2 

A B1 B3 

A B1 B3 

D1 

10km 5 0  

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.204WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.204WG測線 音波探査解析図） 第226回審査会合 
資料3 P84 加筆・修正 
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←NW SE→ 

10km 5 0  

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.204BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.204BM測線 音波探査記録） 第226回審査会合 
資料3 P85 加筆・修正 
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A 

D1 

Ｓ28通過位置 

B3 

B1 D2 

A 

B3 

B1 

・S28断層通過位置においてB1層以上に断層活動を示唆
する変位や変形は認められない。 
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断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

←NW SE→ 

約250m 

10km 5 0  

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.204BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（ No.202測線 音波探査解析図） 第226回審査会合 
資料3 P86 加筆・修正 
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A 

D1 

Ｓ28通過位置 

B3 

B1 
D2 

A 

B3 

B1 

約250m 

←NW SE→ 

約250m 
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V.E.≒６ 

No.204BM 
[ブーマー・マルチ] 

No.204WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

・島根半島の東方延長部及びS28断層通過位置において，B1層
以上に断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

Ｓ28通過位置 

A B1 B3 

D1 
D2 B3 

10km 5 0  

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.204測線 音波探査解析図） 第226回審査会合 
資料3 P87 加筆・修正 
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余白 
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←NE SW→ 

約1ｋm 

V.E.≒３ 

10km 5 0  
宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.200AG 
[エアガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.200AG測線 音波探査記録） 第226回審査会合 
資料3 P97 加筆・修正 
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V.E.≒３ 

断層想定位置 
（直上） 

 
断層想定位置 
（傾斜延長） 

 

・S28断層が認められる。 
・S28断層はD2層の高まりの南縁に位置することから，宍道褶曲帯の南縁に分布
する断層と考えられる。 

D1 

D2 

B 

S28 

C 

S28想定位置 

←NE SW→ 

約1ｋm 

10km 5 0  
宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.200AG 
[エアガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.200AG測線 音波探査解析図） 第226回審査会合 
資料3 P98 加筆・修正 
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'

1 '41

V.E.≒６ 

10km 5 0  
宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.200BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.200BM測線 音波探査記録） 第226回審査会合 資料3 P101 加筆・修正 
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A 

B3 

B1 

←NE 

SW→ 

C 

A 

B3 

B1 

C 

約250m 

S28想定位置 
（No.200AG測線で確認された断層） 

・S28断層想定位置においてB3層以上に断層活動を示唆
する変位や変形は認められない。 

'

43 24
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'
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0
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'
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5
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'

1 '41

V.E.≒６ 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

10km 5 0  
宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.200BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.200BM測線 音波探査記録） 第226回審査会合 資料3 P102 加筆・修正 
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No.200BM 
[ブーマー・マルチ] 

V.E.≒３ 

←NE SW→ 

'
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'
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5
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'

1 '41

V.E.≒６ 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

No.200AG 
[エアガン・マルチ] 

Ａ 

B1 

B3 

C 

約1ｋm 

←NE SW→ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ2 
Ｄ1 

S28 

Ｄ2 

S28想定位置 
（No.200AG測線で確認された断層） 

・島根半島の東方延長部及びエアガン記録において認められたS28断層は，ブーマー記録に
おいてB3層以上に断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

約250m 

10km 5 0  
宍道断層の 
評価長さ：約39km 

B3 

B1 

Ａ 

C 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保湾（No.200測線 音波探査解析図） 第226回審査会合 資料3 P103 加筆・修正 
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余白 
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←N S→ 

約1ｋm 

V.E.≒３ 

10km 5 0  

N
o
.3

.5
A

G
 

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.3.5AG 
[エアガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保関町東方沖合い（No.3.5AG測線 音波探査記録） 第226回審査会合 
資料3 P75 加筆・修正 
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D1 

D2 

C 
B 

←N S→ 

約1ｋm 

V.E.≒３ 

D2 

断層想定位置 
（直上） 

 
断層想定位置 
（傾斜延長） 

 

B 

S28 

C 
D1 

S28想定位置 

・S28断層が認められる。 
・S28断層はD2層の高まりの南縁に位置することから，宍道褶曲帯の南縁
に分布する断層と考えられる。 

10km 5 0  

N
o
.3

.5
A

G
 

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.3.5AG 
[エアガン・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保関町東方沖合い（No.3.5AG測線 音波探査解析図） 第226回審査会合 
資料3 P76 加筆・修正 
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宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.3.5BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保関町東方沖合い（No.3.5BM測線 音波探査記録） 第226回審査会合 
資料3 P79 加筆・修正 
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B3 
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D1 

D1 

D1 
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S28想定位置 
（No.3.5AG測線で確認された断層） 
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V.E.≒６ 

約250m 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

・S28断層想定位置においてB1層以上に断層活動を示唆す
る変位や変形は認められない。 

←N 

10km 5 0  

N
o
.3

.5
B

M
 

宍道断層の 
評価長さ：約39km 

No.3.5BM 
[ブーマー・マルチ] 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保関町東方沖合い（No.3.5BM測線 音波探査解析図） 第226回審査会合 
資料3 P80 加筆・修正 
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約250m 

V.E.≒３ 
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V.E.≒６ 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

Ａ 

B1 

B3 C 

Ｃ 
Ｂ Ｃ 

Ｄ1 

Ｄ2 

Ｄ2 

Ｄ2 

S28 

Ｄ1 

S28想定位置 
（No.3.5AG測線で確認された断層） 

・島根半島の東方延長部及びエアガン記録において認められたS28断層は，
ブーマー記録においてB1層以上に断層活動を示唆する変位や変形は認められ
ない。 

No.3.5AG 
[エアガン・マルチ] 

No.3.5BM 
[ブーマー・マルチ] 

10km 5 0  

N
o
.3

.5
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o
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宍道断層の評価長さ：約39km 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

美保関町東方沖合い（No.3.5測線 音波探査解析図） 第226回審査会合 
資料3 P81 加筆・修正 
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下宇部尾東 

福浦 

宇井 
森山北 

森山 

0 10km 

地蔵崎 

申請時の評価長さ：約22km 

鳥取沖西部断層 

・美保湾～美保関町東方沖合いにおいて，複数の音源・測線による音波探査の結果，後期更新世以降の断層活動は認められない。 
・明瞭な重力異常（重力コンターの急傾斜部）が認められなくなる位置の音波探査測線は，No.3.5測線である。 

美保関町 

東方沖合い 

中国電力㈱音波探査測線（エアガン・マルチチャンネル） 
M5 

500 

（2014年調査） 

（2014年調査） 

（2014年調査） 

原子力安全・保安院音波探査測線 
（ブーマー及びウォーターガン・マルチチャンネル）（2008年調査） 

JNS-IBM,MS 
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Ｐ１ 

美保湾 

N
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N

o
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o
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N
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島根原子力発電所 

境水道 

Ｆ
－

Ａ
 

Ｃ′ 

境港市 

松江市 中海 

美保湾 

地蔵崎 

No.3.5測線 

美保関港 

調査地点 
  ：後期更新世以降の断層活動が認められない 
  ：後期更新世以降の断層活動が完全には否定できない 

宍道断層の評価長さ：約39km 

N
o
.3

.5
 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） ①東端（美保湾及び美保関町東方沖合）の調査結果 

調査結果（美保湾～美保関町東方沖合いにおける音波探査結果） 

鉛直１次微分のゼロコンター   

鹿野・吉田(1985)及び鹿野・中野
(1985)による伏在断層 
（宍道断層の海域のみ記載） 

重力異常・地質構造から推定された構造不連続（P1） 
（地震調査研究推進本部（2016a）） 

今泉ほか編(2018)による宍道（鹿
島） 断層帯，推定活断層 

第491回審査会合 
資料2 P126 加筆・修正 
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変位地形・リニアメント分布図 

・鹿島町古浦～福原町の間は尾根・谷の系統的かつ明瞭な右屈曲が認められるが，その西方及び東方では尾根・谷の屈曲や
鞍部等が断続，雁行し，連続性に乏しい。 

・古浦西方においては，変位地形・リニアメントは認められない。さらに，宍道断層の主要部が尾根・谷の右屈曲を示すのに対し
て，男島付近では左屈曲が認められる。 

・東方の長海町～福浦の間では，一部に尾根・谷の屈曲が認められるものの，変位地形は不明瞭であり，下宇部尾東には直線
谷が認められるが，更に東方の森山以東においては，鞍部，高度不連続，一部に尾根・谷の屈曲が断続的にしか認められな
い。 

・更に東方の福浦以東においては，変位地形・リニアメントは認められない。 

不明瞭な変動地形を見逃さないように，当サイトの地形・地質構造を考慮し，井上ほか（2002）を参考に設定した判読基準に基
づき，空中写真，地形図等を用いて空中写真判読を実施し，震源として考慮する活断層の存在が疑われる尾根・水系の屈曲等
の横ずれ変位に起因する地形，崖等の縦ずれ変位に起因する地形を抽出した。さらに，空中写真判読のみでは認定が難しい微
地形については，航空レーザー測量により精度の高い地形情報を取得して，詳細な調査を実施した。 

古
浦 

男
島 

福原町 

森山 

下宇部尾 

下宇部尾東 

古浦西方 

長海町 

福浦 
宇井 

日向浦 

島根原子力発電所 

雁行・分岐 雁行 

分岐 

女
島 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東端） 

②東端付近の断層活動性（変位地形・リニアメント分布図） 
第309回審査会合 

資料2-2 P20 加筆・修正 
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変動地形学的調査による谷の屈曲率（鹿島町古浦～福浦） 

島根原子力発電所 

長海町 

福原町 

ａ：谷の屈曲率（Ｄ／Ｌ） 
Ｄ：谷の屈曲量 
Ｌ：谷の上流部分の長さ 

変動地形学的調査による谷の屈曲量（鹿島町古浦～福浦） 

・谷の屈曲量・屈曲率について，西端付近は南講武付近と比較して，次第に小さくなる傾向が認められる。東側では，断
層が東西走向で直線的な上本庄までの一部において南講武付近と同程度の屈曲量が認められるが，長海町以東の屈
曲量・屈曲率は南講武付近と比較して，ばらつきは認められるものの，大局的には，次第に小さくなる傾向が認められる。 
・これらの傾向は，杉山ほか（2005）で示された地表地震断層（1995年兵庫県南部地震ほか）及び活断層（立川断層ほ
か）に認められる変位量分布のパターン（山型・複合型）と整合的であると考えられる。 

杉山ほか(2005) より引用 

地表地震断層及び活断層に認められる変位量分布 
の３つのパターン 

島根原子力発電所 

左に屈曲する谷ま
たは曲がっていない
谷が認められる。 

上
流

の
谷
の
長
さ
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谷
の
屈
曲
量
Ｄ
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谷の延長Lに対して屈曲量Dが非常に大きな値
を示し，屈曲率が相対的に大きくなっているが，
隣接する谷では，逆に左に曲がっていることから，
断層の横ずれ変位地形ではなく，他の成因の可
能性が高い。 
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ていないことから，断層の
横ずれ変位地形ではなく，
他の成因の可能性が高い。 

左に屈曲する谷
が認められる。 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） 

②東端付近の断層活動性（谷の屈曲量・屈曲率①） 
第309回審査会合 

資料2-2 P53 加筆・修正 
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上
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屈
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Ｄ
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2000 

変動地形学的調査による谷の屈曲量（鹿島町古浦～福浦） 島根原子力発電所 

変位地形・リニアメント分布図 

・Ａランクの変位地形・リニアメントが認められる南講武付近では，谷の屈曲量・屈曲率が大きくなる傾向が認められる。西端付近では，Ａランクの変位地形・リニアメントが認められるものの，
谷の屈曲量・屈曲率は，南講武付近と比較して，次第に小さくなる傾向が認められる。 
・長海町～下宇部尾の間では，変位地形・リニアメントは，大局的には東方に向かってＢランクからＤランクへ移行し，谷の屈曲量・屈曲率も同様に，大局的には東方に向かって次第に小さ
くなる傾向が認められる。 
・更に東方の下宇部尾以東においては，Ｃランク及びＤランクの変位地形・リニアメントが認められるものの，左に屈曲する谷または直線状の谷が複数認められ，谷の屈曲率に一定の規則
性は認められず，系統的でない。 

島根原子力発電所 

ａ：谷の屈曲率（Ｄ／Ｌ） 
Ｄ：谷の屈曲量 
Ｌ：谷の上流部分の長さ 

福原町 

長海町 

島根原子力発電所 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側） 

②東端付近の断層活動性（谷の屈曲量・屈曲率②） 
第474回審査会合 

資料3 P101 加筆・修正 
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・複数の音源・測線による浅部から深部の地質・地質構造に関する音波探査の結果，後期更新世以降の断層活動は認められな
いことを確認している 「Ｎｏ．１測線」を西端とする。 

・地質調査の結果，下宇部尾東及び森山では，後期更新世以降の断層活動は認められないものの，更に東方において一部断層
を除き上載地層がないこと等から，後期更新世以降の断層活動が完全には否定できない。 

 
・美保関町東方沖合いでは，島根半島の東方延長部を南北に横断し，かつ稠密な測線間隔による浅部から深部の地質・地質構
造に関する音波探査の結果，後期更新世以降の断層活動は認められない。 

 
・以上のことから，音波探査により精度や信頼性のより高い調査結果が得られており，かつ，明瞭な重力異常が認められないこと
を確認している美保関町東方沖合いの「Ｎｏ．３．５測線」を東端とする。 

■宍道断層及び鳥取沖西部断層の端部評価 

■宍道断層及び鳥取沖西部断層の末端性状 

・音波探査の結果，鳥取沖西部断層の西端付近では，雁行・分岐し，変形量が小さくなる傾向が認められ，横ずれ断層の末端部
付近を示唆する性状を示し，中央部付近と比べて，断層活動性が低下している。 

・変動地形学的調査（変位地形・リニアメントの有無，谷の屈曲量・屈曲率の検討）の結果，下宇部尾以東では，南講武付近と比
べて，断層活動性が低下している。 

○ 精度や信頼性のより高い調査結果等が得られている美保関町東方沖合いの「Ｎｏ．３．５測線」を宍道断層の東端とする 

○ 音波探査の結果，鳥取沖西部断層の西端付近では，断層活動性が低下している 

○ 変動地形学的調査の結果，宍道断層の東端付近では，断層活動性が低下している 

○ 浅部から深部の地質・地質構造に関する調査結果が得られている「Ｎｏ．１測線」を鳥取沖西部断層の西端とする 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側）  

③東端の評価（（参考）宍道断層と鳥取沖西部断層の連動評価 1/2） 

第515回審査会合 資料1-1 P272 加筆・修正 
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・鳥取沖西部断層は，宍道断層と鳥取沖西部断層の間のD2層（中新統）の高まり及び南側の後期更新世以降の断層活動が認 
 められないS30断層により規制され，これらを横断する断層は確認されない。  

・宍道断層と鳥取沖西部断層の間では，島根半島の東方延長部を南北に横断し，かつ稠密な測線間隔による浅部から深部の地
質・地質構造に関する音波探査の結果，後期更新世以降の断層活動は認められない。また，両断層間に雁行（ステップ）等の
非単調な構造も認められない。 

■宍道断層と鳥取沖西部断層の間の地質構造 

１．音波探査の結果，宍道断層と鳥取沖西部断層の間に後期更新世以降の断層活動は認められない 

２．詳細地質構造に関する検討の結果，D2層の高まり及びS30断層を横断する断層は認められない 

３．宍道断層で認められる明瞭な重力異常は，鳥取沖西部断層へ連続しない 

・地質調査の結果， 

 ①宍道断層及び鳥取沖西部断層の端部評価について，複数の音源・測線による浅部から深部の地質・地質構造に関する音波探査の結果，後期 
 更新世以降の断層活動は認められないこと 

 ②宍道断層及び鳥取沖西部断層の末端性状について，変動地形学的調査及び音波探査の結果，端部付近では断層活動性が低下していること 
 ③宍道断層と鳥取沖西部断層の間の地質構造について，音波探査の結果，両断層間に後期更新世以降の断層活動は認められないこと，詳細 
 地質構造に関する検討の結果，D2層の高まり及びS30断層を横断する断層は認められないこと，宍道断層で認められる明瞭な重力異常は，鳥 
 取沖西部断層へ連続しないことから，宍道断層と鳥取沖西部断層は連動しないと評価する。 

・宍道断層（中海北岸付近）では，明瞭な重力異常が認められるが，その東方の美保関町東方沖合いでは，明瞭な重力異常は 
 認められない。 
・更に東方の鳥取沖西部断層では，重力異常水平勾配値はわずかに大きい傾向が認められるものの，明瞭な重力異常は認め 
 られない。 
・以上のことから，音波探査により精度や信頼性のより高い調査結果が得られており，かつ，明瞭な重力異常が認められないこと
を確認している美保関町東方沖合いの「Ｎｏ．３．５測線」を東端とする。 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側）  

③東端の評価（（参考）宍道断層と鳥取沖西部断層の連動評価 2/2） 

第515回審査会合 資料1-1 P272 加筆・修正 
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項目 
宍道断層と鳥取沖西部断層（鳥取沖の断層） 

離隔距離約6km 

鳥取沖西部断層と鳥取沖東部断層（鳥取沖の断層） 

離隔距離約8km 

断層間の重力異常水平勾配値 
の差分（断層部（最大値）－離
隔区間（最小値）） 

約0.25 
中海北岸付近の明瞭な重力異常（重力コンターの急傾斜部）が 

東方へ連続しない 

約0.05 
やや不明瞭な重力異常が連続する 

離隔区間の 
音波探査測線数 
（端部測線を含む） 

浅部 
6測線 

（原子力安全・保安院2008年調査の1測線を含む） 
5測線 

中深部 
12測線 

（原子力安全・保安院2008年調査の1測線を含む） 
5測線 

深部 5測線 1測線 

離隔区間の 
音波探査測線方向 

南北方向，北東－南西方向，北西－南東方向 
より稠密な測線間隔で音波探査を実施し， 

浅部から深部までの地質・地質構造を把握している 
南北方向 

離隔区間の運動センス 

宍道断層及び鳥取沖西部断層とは異なる 
中角度の逆断層センスの断層が分布する 

           宍道断層：横ずれセンス 
鳥取沖西部断層：横ずれセンス 

宍道断層及び鳥取沖西部断層と同様の 
高角度の横ずれセンスの断層が分布する 

 鳥取沖西部断層：横ずれセンス 
 鳥取沖東部断層：横ずれセンス 

離隔区間の地質構造 

高角度の横ずれ断層（鳥取沖の断層）が西方へ連続しない 高角度の横ずれ断層が連続する 

D2層（中新統）の高まり及び南側のS30断層により規制され，こ
れらを横断する断層は認められない 

後期更新世以降の断層活動は認められないものの高角度の
断層が連続する 

敷地から離隔区間までの距離 約30km 約80km 

連動評価 連動を考慮しない 連動を考慮する 

他機関の連動評価 － 
国交省報告書により，最大規模の津波想定のための津波断層
モデルを設定することを念頭に，同時に破壊するとしてグルー
ピングされている 

・宍道断層と鳥取沖西部断層の連動を考慮しないこと，及び鳥取沖西部断層と鳥取沖東部断層の連動を考慮すること
について，一貫した認定の考え方により，適切な判断が行われていることを確認した。 

３．宍道断層の評価 （４）地質調査（宍道断層の東側）  

③東端の評価（（参考）宍道断層と鳥取沖西部断層の関係について） 

第515回審査会合 資料1-1 P273 再掲 
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古浦 

下宇部尾東 

上本庄町 
女島 

[西端] 
女島 

宍道断層の評価長さ：約39km 

[東端] 
美保関町東方

沖合い 

下宇部尾東 

申請時の評価長さ：約22km 

美
保
関
町
東
方
沖
合
い
 

古浦西方 
の西側 

【西端の評価】 
○申請時の西端 「古浦西方の西側」より更に西側において，宍道断層の延長部に対応する断層は認められないが，陸海境界の調査結果の不確かさを
考慮し，「古浦西方の西側」と比較して，精度や信頼性のより高い調査結果が得られている「女島」を西端として評価する。 

【東端の評価】 
○音波探査により精度や信頼性のより高い調査結果が得られており，かつ，明瞭な重力異常が認められないことを確認している「美保関町東方沖合い」
を東端として評価する。 

【評価長さ】 
○宍道断層の長さとして，女島から美保関町東方沖合いまでの約39ｋｍを評価する。 

３．宍道断層の評価  

（５）宍道断層の評価結果 
N

o
.3

.5
B

M
 

■下宇部尾東～古浦 
• 下宇部尾東と古浦の地点間は，

変位地形・リニアメント分布を考慮 

■美保関町東方沖合い～下宇部尾東 
• 地質調査，音波探査及び重力異常分布の結果，後期更新世以降の断層活動は

認められないこと，かつ，明瞭な重力異常が認められないことを確認している美保
関町東方沖合いの当社測線（No.3.5BM）を東端と評価。 

• 美保関町東方沖合いと下宇部尾東の地点間は，重力異常分布や十分な調査が
実施できない陸海境界を考慮。 

■古浦～女島 
• 陸海境界付近を横断する群列ボーリング調

査，急傾斜部における露頭調査等の結果，
後期更新世以降の断層活動は認められない
ことを確認している女島を西端と評価。 

• 古浦と女島の地点間は，十分な調査が実施
できない陸海境界を考慮。 

：宍道断層（約39km） 
 （当社評価） 
 

凡 例  （調査地点）  
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■宍道断層の申請時の評価及び申請以降に実施した追加調査 

中海 

古浦沖 古浦 

下宇部尾 

森山 

鹿島町 

上本庄町 

手角町 

南講武 男島 

宇井 

美保関町 
福浦 

福原町 

中海北部 

佐陀本郷 

枕木山東方 松江市 

廻谷 

森山北 

長海町 

佐陀宮内 
仲田 

尾坂 
女島 古浦沖以西 

中海北岸付近 

古浦～十六島沿岸付近 

美保 
坂浦 

[東端] 
下宇部尾東 

申請時の評価長さ：約22km 

美
保
関
町
東
方
沖
合
い
 

：「地震調査研究推進本部（2016）」における活断層 
 の可能性のある構造（P1） 

美保湾 

地蔵崎 

美保関港 

[西端] 
古浦西方 
の西側 

・申請時の西端（古浦西方の西側）より更に西側における海陸境界付近のデータ空白域を中心に活断層の有無を確認するため，男島，女島，古浦沖～
大田沖断層において追加調査を実施した。 

・申請時の東端（下宇部尾東）及び東端より更に東側における活断層の有無を確認するため，下宇部尾東，森山～地蔵崎，美保湾及び美保関町東方
沖合いにおいて追加調査を実施した。 

・重力異常の要因を確認するため，重力コンター傾斜部（中海北岸付近及び古浦～十六島沿岸付近）において追加調査を実施した。 

：後期更新世以降の断層活動が認められない 

：後期更新世以降の断層活動が認められる 

：後期更新世以降の断層活動が完全には否定できない 

凡 例  
：追加調査地点 

[既往調査] 

男島，女島 
文献断層の評価に当たって
は，男島付近以西の地質・
地質構造を踏まえた検討を
行う。 
・地表地質踏査，ボーリング
調査 

古浦～十六島沿岸付近 
重力異常の要因について地質・地
質構造を踏まえた検討を行う。 
・音波探査，重力データ解析 

古浦沖，古浦西方，古浦沖以西，古浦
沖～大田沖断層 

海陸境界付近のデータ空白域を断層
が通過する可能性を否定できないこと
から，データ拡充を行う。 
・音波探査，地表地質踏査（海陸境界  
 付近），潜水調査，海底面調査 

中海北岸付近 
重力異常の要因について地質・
地質構造を踏まえた検討を行う。 
・音波探査，重力データ解析 

美保湾及び美保関町東方沖合い 
宍道断層東方延長のデータ拡充を
行う。 
・音波探査 

下宇部尾東 
下宇部尾東の北東側の谷筋に向
かって，断層が伏在している可能性
を否定できないことから，データ拡充
を行う。また，はぎ取り調査地点の
地質分布に関するデータ拡充を行う。 
・ボーリング調査，はぎ取り調査 

森山～地蔵崎 
既往の反射法地震探査測線CMP490付近に
想定される伏在断層の活動性を否定できない
ことから，断層の活動性に関するデータ拡充
を行う。また，森山から地蔵崎の地質・地質構
造に関するデータ拡充を行う。 
・地表地質踏査，露頭観察，ボーリング調査，
トレンチ調査，はぎ取り調査 

３．宍道断層の評価 （５）宍道断層の評価結果 

（参考）既往評価及び追加調査の概要 
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■追加調査を踏まえた宍道断層の評価（最終評価） 

中海 

古浦沖 古浦 

下宇部尾 

森山 

鹿島町 

上本庄町 

手角町 

南講武 男島 

宇井 

美保関町 
福浦 

福原町 

中海北部 

佐陀本郷 

枕木山東方 松江市 

廻谷 

森山北 

長海町 

佐陀宮内 
仲田 

尾坂 
女島 古浦沖以西 

中海北岸付近 

古浦～十六島沿岸付近 

美保 
坂浦 

[西端] 
女島 

宍道断層の評価長さ：約39km 

[東端] 
美保関町東方

沖合い 

下宇部尾東 

申請時の評価長さ：約22km 

美
保
関
町
東
方
沖
合
い
 

：後期更新世以降の断層活動が認められない 

：後期更新世以降の断層活動が認められる 

：後期更新世以降の断層活動が完全には否定できない 

凡 例  （調査地点）  

：「地震調査研究推進本部（2016）」 における活断層の可能性のある構造（P1） 

美保湾 

地蔵崎 

美保関港 

古浦西方 
の西側 

【西端の評価】 
○申請時の西端 「古浦西方の西側」より更に西側において，宍道断層の延長部に対応する断層は認められないが，陸海境界の調査結果の不確かさを
考慮し，「古浦西方の西側」と比較して，精度や信頼性のより高い調査結果が得られている「女島」を西端として評価する。 

【東端の評価】 
○音波探査により精度や信頼性のより高い調査結果が得られており，かつ，明瞭な重力異常が認められないことを確認している「美保関町東方沖合い」
を東端として評価する。 

【評価長さ】 
○宍道断層の長さとして，女島から美保関町東方沖合いまでの約39ｋｍを評価する。 

３．宍道断層の評価 （５）宍道断層の評価結果 

（参考）追加調査を含む全ての調査結果を踏まえた評価の概要 
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４．まとめ 
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㉖ 

島根原子力発電所 

⑪ 

⑩ 
① 

② 
③ 

④ 

⑤ 
⑦ 

⑧ ⑨ 

⑥ 

⑫ 

⑰ 

⑭ 
⑬ 

⑮ 

⑯ 

⑱ 

⑲ 

⑳ 

宍道断層 

大社衝上断層 
㉔ 

㉓ 

㉕ 
㉑ 

㉒ 

凡 例 

   ：震源として考慮しない断層 

   ：後期更新世以降の活動が認   

められないもの 

㉖ 

島根原子力発電所 

⑪ 

⑩ 
① 

② 
③ 

④ 

⑤ 
⑦ 

⑧ ⑨ 

⑥ 

⑰ 

⑭ 
⑬ 

⑮ 

⑯ 

⑱ 

⑲ 

⑳ 

古殿[北][南]断層 

万田付近断層 ⑫ 
山中付近断層 

㉔ 

㉓ 

㉕ 
㉑ 

㉒ 

宍道断層 

大社衝上断層 

番号 断層名 
評価長さ 

（    ） 

①～⑨ 宍道断層 約39km 

⑯ 大社衝上断層 約28km 

⑬ 田の戸断層 約5km 

⑭ 大船山東断層 約4km 

⑰ 東来待-新田畑断層 約11km 

⑱ 仏経山北断層 約5km 

⑲ 三刀屋北断層 約7km 

㉑ 半場ー石原断層 約5km 

㉒ 布部断層 約8km 

㉓ 東忌部断層 約3km 

㉔ 柳井断層 約2km 

㉕ 山王寺断層 約3km 

㉖ 大井断層 約5km 

番号 断層名 
評価結果 
（    ） 

⑩ 古殿[北][南]断層 

組織 
地形 

⑪ 垣の内北側断層 

⑫ 山中付近断層 

⑮ 万田付近断層 

⑳ 木次南断層 

しんじ 

たいしゃしょうじょう 

た    と 

おおふなやまひがし 

ひがしきまち しんたばた 

ぶっきょうざんきた 

み と や きた 

はんば いしはら 

ふ べ 

ひがしいんべ 

やない 

さんのうじ 

おおい 

ふるとん 

かき  うちきたがわ 

やまなかふきん 

まんだ ふきん 

きすきみなみ 

４．まとめ 

敷地周辺陸域の活断層評価結果（敷地から半径30km以内の陸域） 

文献調査

空中写真判読

（変動地形学的調査）

地質調査

基準地震動の策定

に考慮する活断層

後期更新世以降

の活動の有無

後期更新世以降の

活動が認められない

敷地近傍（５km以内）

or長さ15km程度以上

孤立した短い

活断層として評価

該当する

認められる or 否定できない

該当

しない

認められ

ない

評価のフロー 

番号 断層名 
評価長さ 

(         ) 
評価結果 掲載頁 

①～⑨ 宍道断層 約39km 基準地震動の策

定に考慮。 

本資料 

P31～163 

補足説明 

P5～526 

⑯ 
大社衝上断層 

約28km 
補足資料 

P527～541 

⑬ 田の戸断層 約5km 

評価長さから想
定される地震規
模と敷地からの
距離とを考慮す
ると，宍道断層
の影響を上回ら
ないと判断され
る。 

 

補足資料 

P579～585 

⑭ 大船山東断層 約4km 
補足資料 

P586～587 

⑰ 
東来待-新田畑断層 

約11km 
補足資料 

P588～589 

⑱ 仏経山北断層 約5km 
補足資料 

P590～591 

⑲ 三刀屋北断層 約7km 
補足資料 

P592～597 

㉑ 
半場ー石原断層 

約5km 
補足資料 

P598～599 

㉒ 
布部断層 

約8km 
補足資料 

P600～607 

㉓ 東忌部断層 約3km 
補足資料 

P608～609 

補足資料 
P610～611 ㉔ 

柳井断層 
約2km 

補足資料 
P612～613 ㉕ 山王寺断層 約3km 

㉖ 大井断層 約5km 
補足資料 

P614～617 

しんじ 

たいしゃしょうじょう 

た   と 

ひがしきまち しんたばた 

ぶっきょうざんきた 

み と や きた 

はんば いしはら 

ふ べ 

ひがしいんべ 

やない 

さんのうじ 

おおい 

番号 断層名 
評価結果 
(         ) 

掲載頁 

⑩ 古殿[北][南]断層 

組織地形 

補足資料 
P543～548 

⑪ 垣の内北側断層 
補足資料 

P549～554 

⑫ 山中付近断層 
補足資料 

P555～562 

⑮ 万田付近断層 
補足資料 

P563～567 

⑳ 木次南断層 
補足資料 

P568～573 

ふるとん 

かき  うちきたがわ 

やまなかふきん 

まんだ ふきん 

きすきみなみ 
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活断層分布図（敷地を中心とする半径30km以遠の陸域；活断層研究会編(1991)）より引用・加筆 

島根原子力発電所 
3
0
km

 

断層名 
評価長さ 

(         )   
評価結果 掲載頁 

山崎断層系 約79km※ 

基準地震

動の策定

に考慮。 

補足資料 
P574～575 

※ 地震調査研究推進本部(2013)   

    による 

やまさき 

４．まとめ 

敷地周辺陸域の活断層評価結果（敷地から半径30km以遠の陸域） 
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